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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
再生医療の拡大臓器や組織の再生における細胞移植技術が必要とされており、細胞の保護と機能維持が可能なカプセル技術が求められる。
創薬・薬効評価の高度化新薬開発のための細胞培養や薬物スクリーニングにおいて、3D環境での細胞培養が効果的であるため、リアルな細胞モデルが必要。
がん研究の進展がん細胞を自然に近い形で培養し、治療法を開発するために、生きた細胞を活用する技術の需要が高い。
美容・アンチエイジング市場細胞の再生能力を利用した美容・スキンケア製品や治療法の需要が拡大しており、カプセル技術が役立つ。
培養肉・食品技術持続可能な食品生産技術として、食用細胞の培養が進んでおり、安全かつ効率的な細胞カプセル化技術が必要。
個別化医療の進展患者ごとにカスタマイズされた治療法や細胞治療が増えており、特定の細胞を内包する技術への需要が増加している。
毒性試験と環境リスク評価化学物質や医薬品の毒性評価において、生きた細胞を用いた試験はより信頼性が高いため、需要が増加している。
細胞治療の発展幹細胞治療や免疫療法の分野で、細胞を長期間生存・機能させるための技術が不可欠であり、カプセル技術が期待されている。
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